
 

 

令 和 ７ 年 ４ 月 ２ ８ 日 

     
  

 

 

 
１１ ４４月月下下旬旬以以降降のの育育苗苗管管理理    ～～ハハウウスス内内温温度度２２５５℃℃以以下下をを目目標標にに換換気気をを徹徹底底～～ 
・曇りでも日射があればハウス内温度は上昇するため、昼間は換気を徹底しましょう。 
・緑化期以降は１日１回早朝に苗箱の底まで十分浸透するようかん水しましょう。晴天

日や風が吹く日は、日中でも培土の乾きに応じてかん水しましょう。 

・田植え１週間前頃を目安に、夜間もハウスを開け、外気に慣らしてください。ただし、

気温が５℃以下になると予想される場合は閉めましょう。 
・「ばか苗」は必ず抜取り、抜き取った苗は放置せずに埋設しましょう。 

２２ 代代かかきき    ～～浅浅水水でで稲稲わわららをを埋埋没没ささせせ、、ほほ場場のの均均平平にに努努めめるる～～ 

・代かきから田植えまでの日数が長いと雑草の生育が進むので、代かきは田植えの 

２～４日前に行いましょう。 

・一発肥料の被覆殻の流出防止に、代かき後の濁り水は、ほ場外に流さないように 

しましょう。また畦畔沿いに吹き寄せられた浮遊物は除去しましょう。 

３３  基基肥肥    ～～適適正正なな基基肥肥量量をを施施用用すするる～～  

品品種種  施施肥肥体体系系  肥肥      料料      名名  施施用用量量((kkgg//1100aa))  

ココシシヒヒカカリリ  
一一発発肥肥料料  Jコートコシヒカリ１号または２号 ３８（側条） 

分分施施  基肥２０６ ３０（側条） 

※春に牛・豚ふんを１～２t/10a、鶏ふんを100kg/10a以上散布したほ場は、 

基肥の施用量を１～２割減肥しましょう。 

・田植前には施肥量調節ダイヤル値を確認し、一定距離を走って落下量を確かめてから 

ご使用ください。また、ほ場毎に肥料の施用量を確認しましょう。 

４４  田田植植ええ    ～～適適正正なな植植付付けけとと水水管管理理でで、、分分げげつつのの確確保保にに努努めめるる～～  
・ 植付株数は７０株／坪、植付深さは３～４ｃｍ、植付本数は３～４本/株 

となるよう田植機を調整し、初期分げつの確保に努めましょう。 

・ 病害虫発生防止のため、苗箱施薬剤を散布しましょう（稲作管理 

特報２号参照）。また、密苗は苗箱数に応じて、10a 当たり投下量が 

１㎏になるようにしましょう。 

・ 田植え後３日程度は、苗が水没しない程度のやや深水にして、植え 

傷みを防ぎましょう。また、低温や強風時もやや深水にして、苗を 

保護しましょう。 

・ 活着後は、朝または夕方に入水、日中は止め水とし、２～３ｃｍ 

程度の浅水管理で初期分げつの発生を促しましょう。 

 

・近年の秋の高温の影響で、ひこばえの発生量が非常に多くな

っています。特に秋耕未実施のほ場では、春の気温上昇に伴

い急激に還元化が進みます。田がわいたら、軽い田干しや水

の入れ替えにより、有毒なガスの発生を抑制しましょう。 

５５  除除草草剤剤のの散散布布    ～～使使用用方方法法をを厳厳守守しし、、適適期期にに散散布布すするる～～  

・散布前に５ｃｍ程度入水し、５日間は湛水状態を保ち、水持

ちの悪いほ場は、ゆっくりと入水し田面の露出を避けてくだ

さい。散布後７日間は落水をしないでください。  

・体系処理の場合、２回目の除草剤散布直前に軽い田干しを１～

２日程度行うことで、有害なガスの発生を抑制してください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

＜＜かかねねつつぐぐ 11 キキロロ粒粒剤剤をを田田植植ええ同同時時処処理理すするる場場合合のの注注意意点点＞＞  
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第３号 

稲稲作作管管理理特特報報  
気温が暖かくなる時期です。育苗管理は換気を徹底し、健苗育成に努めましょう。 

品質の高い「みな穂産米」生産のため、５月１５日を中心とした田植えと適正な

植付本数・植付深さ、７０株植えと浅水管理で、初期分げつの発生を促しましょう。 

① 漏水の多いほ場では使用しないでください。 
② 軟弱徒長苗は、田植え同時処理を控えてください。 
③ 極端な浅植えや深植えにしないでください。 
④ 田植え後は、直ちに入水してください。 
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農薬は使用基準を 
正しく守り、使用後は 

栽培記録簿に必ず 
記帳しましょう。 

入 善 産 米 品 質 向 上 対 策 本 部

黒 東 地 域 農 業 技 術 者 協 議 会

JA みな穂営農センター TEL 74-2440       中央支店経済課 TEL 72-5379 

新川農林振興センター 農業普及課 TEL 52-0094   西部支店経済課 TEL 72-1162 

                        南部支店経済課 TEL 78-1167 

アアククシシズズＭＭＸＸ  

１１キキロロ粒粒剤剤  

（1kg/10a） 

  

かかねねつつぐぐ  

１１キキロロ粒粒剤剤  

（1kg/10a） 

 

［密苗］ 

ピラクロン 1 キロ粒剤 

（1kg/10a） 

※ただし、田植同時は

避ける 
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田植２～ 
４日前 

田植後５～１０日まで 

代かきから１４日以内 

代かきから８日以内 

田植後１１～２０日まで 

田植後１５～３０日まで 

  

田田

干干

しし  

ププラライイオオリリテティィ１１キキロロ粒粒剤剤  
（1kg/10a） 

ププラライイオオリリテティィジジャャンンボボ  
（小包装 10 個:250g/10a） 

ププラライイオオリリテティィ豆豆つつぶぶ２２５５００  
（250g/10a） 

ププラライイオオリリテティィ１１キキロロ粒粒剤剤  
（1kg/10a） 

ププラライイオオリリテティィジジャャンンボボ  
（小包装 10 個:250g/10a） 

ププラライイオオリリテティィ豆豆つつぶぶ２２５５００  
（250g/10a） 

田田

干干

しし  

田植２～ 
４日前 田植当日～４日まで 

植植付付深深ささのの目目安安  

第第１１葉葉  

約3cm 

第１葉が見え

るように植え

ましょう！ 

秋の高温によりひこばえが 
生育したほ場が多く、 
わきの発生が懸念 

春 の 農 作 業 安 全 運 動 （ 令 和 7 年 3 月 ～ 5 月 ）  

【配信される主な内容】 
・営農メール：水稲栽培情報、気象・災害情報 
・LINE：稲作管理特報などの各種特報 営農メール LINE 


